
全能の神よ、聖なる福音をふさわしく告げるため、わたしの心と口を清めてください。 

福音のことばによって、わたしたちが罪から清められますように。 
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年間第 14 主日 (マルコ 6:1-6) 
恵みの豊かさで驚きを与え続けてください 

 

主任司祭と助祭の霊名のお祝いを用意してくださり、感謝申し上げ
ます。私たちの霊名のお祝いは、「皆さんもどうぞ、それぞれの霊名を
お祝いしてください」という「しるし」と考えてください。  

そう言っても「誕生日すら家庭で祝えないのに、霊名のお祝いなど
考えたことがない」そんな家庭もあるでしょう。それでもあえて、考え
てくださいと呼びかけたいと思います。誕生日は、人として歩み始めた
日を思い出すことができます。霊名の日は、「神の子どもとして」歩み
始めたことを思い出すことができます。  

もちろん、二つ祝うのは大変かもしれません。どちらか祝って二つ
とも思い出してはいかがでしょうか。冷めた見方をすれば、司祭たちの
霊名の祝いは「あんな司祭が福江教会にいたなぁ」と思い出すきっかけ
かも知れません。霊名の日を思うためなら、理由は何でも構いません。  

切実な理由で誕生日を祝えない方々もいます。この前指摘を受けま
した。現代では経済的な理由もあって記念日を祝えないのだと。今日、
司祭と助祭のお祝いのために、小教区で予算を組んでもらっています。
ありがたいことです。ただ、「祝う」「喜び合う」ということを突き詰
めたら、お金をかけないで祝う、喜び合うこともできるはずです。  

いちばんお金をかけないで、誕生日と霊名のお祝いを祝う方法を教
えましょう。その日にミサに行くことです。ミサに行って、誕生日・霊
名の日の祝福を神様に願う。早起きさえすれば、お金はかかりません。
ぜひお勧めします。洗礼を受けて神様の子どもとしていただいた場所に
行く。誕生日にもミサに行く。これは最高の祝い方だと思います。  

洗礼の恵み、結婚の恵み、さまざまな召命の恵み。教会を通して神
様からいただいたものがあります。それらが自分にとってどんな意味が
あるのか、答えが与えられるまで考える人であってほしいです。福音朗
読ではイエスが故郷の会堂で教えておられます。当時は旧約聖書が神か
ら与えられた賜物でした。イエスは聖書について、律法について、深く
教えてくださっていたでしょう。  

もっと言うと、イエスご自身が、当時の人々に与えられた神からの
賜物でした。イエスは身をもって、そのことを教えようとしました。し
かし故郷の人々は、自分たちがすでに知っていることの中に、神から与
えられた賜物であるイエスを押し込めて理解しようとしたのです。「こ
の人は、大工ではないか。マリアの息子で、ヤコブ、ヨセ、ユダ、シモ
ンの兄弟ではないか。姉妹たちは、ここで我々と一緒に住んでいるでは
ないか。」（6・3）  

「この人が授かった知恵と、その手で行われるこのような奇跡はい
ったい何か。」（6・2）郷里の人々は答えが与えられるまで思い巡らし、
深く掘り下げるべきでしたが、そこまでの忍耐心も、イエスへの敬意も
持っていませんでした。今風に言えば、郷里の人々はイエスを「上から
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目線」で見ていたので、正しく理解できなかったのです。  
私の身近な先輩に、「自分は奇跡を信じている。私自身司祭になれ

たことが、イエス様の奇跡だ」と言う方がいます。言いにくいことです
が、中田神父はこの先輩のことを上から目線で見ていました。奇跡は、
上から目線でしか見ていなかった私にではなく、誰よりも苦労したこの
先輩の上に起こったのでした。  

私と、この先輩はいろんな地区で一緒に働きました。神学生の時だ
けでなく、どの地区に行っても苦労させられていました。誰よりも苦労
したので、受けた恵みを誰よりも思い巡らし、掘り下げてきたと思いま
す。ですから、みずからの上に起こった驚くべきわざを、誰よりも感謝
できるのだと思います。  

今になって私は、この先輩を上から目線で見ていたことがとんでも
ない間違いであったこと、そのためにどれだけ私自身成長するチャンス
を無駄にしてきたかを思い知らされています。  

しかし時間は残されています。私たちが神からいただいた恵みがど
んなにすばらしいものであるか、考える時間はあります。この恵みが与
えられていなかったら私はどうなっていただろうか。私たちはどうなっ
ていただろうか。考える時間はあると思うのです。  

神のわざを、自分たちがすでに知っていることの中に押し込めよう
としたら、恵みの豊かさを台無しにしてしまいます。「十分に知ってい
る。少なくともここにいる誰よりも知っている」そう思った瞬間に、私
たちは神の恵みの豊かさを台無しにするのです。  

神はいつも、その時代の人々を通して恵みの豊かさを証明してくだ
さいます。今日も、恵みの豊かさを示して私たちに驚きを与えてくださ
い。ミサの中でこのように祈ってまいりましょう。  
 

年間第 15 主日 (マルコ 6:7-13) 


